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社会を明るくする食堂
山口県・岩国市立岩国中学校・一年
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　部活が終わって、六時半頃くたくたになって帰ると、家には明かりがついていて、夜ご飯のいい匂いがします。
「お帰り。」
と母
「ただいま。」
と僕が返すと
「学校はどうだった？水筒すぐ出しんさいよ。」
僕はうっとうしいな、と思いながら風呂場で部活でかいた汗を流します。
「今日、ご飯なに？」
と聞くと、
「今日のご飯は〇〇だよ。」
と返事が返ってきます。僕にとっては、あたりまえの日常です。
　でも、僕の周りには、誰もいない家に帰り一人で冷めたい弁当をレンジで温めて、一人で食べて、自分で水筒を洗ったりするのが、小学校の頃からあたりまえな友達もいます。僕は、一人で食べたことはありませんが、想像しただけで、さみしい気持になります。同じ中学生なのに、夜ご飯を自分で作って自分一人で食べる人もいます。しかも、中学生の僕でも想像しただけでさみしいと感じるのに、小学生だったらなおのことさみしいし不安だろうなと思います。そんなことを考えていたとき、こども食堂という活動を知りました。
　こども食堂とは、地域住民や自治体が主体となって、無料または低価格帯で子どもたちに食事を提供するコミュニティの場です。また、単に子どもたちの食事提供の場としてだけでなく、帰りの遅い会社員、家事をする時間のない家族などが集まって食事をとることも可能と知りました。
　今、現在全国に六千箇所以上もの子ども食堂があるそうです。コロナ禍でも子ども食堂の数は増え続けているそうです。岩国にも六軒の子ども食堂があるそうです。ぼくは、岩国にも子ども食堂があるのを、今回始めて知ったのですが、もっと沢山の人にこの活動を広めていけたら、一人さみしく孤独に夜ご飯を食べるこどもが、一人でも減って楽しく笑顔で、食事をとることができるのになぁと感じました。
　孤独でさみしい子ども時代が長いと、大人の気を引こうとして、犯罪や非行にはしる子もいると思います。平成三十年度の調べによると、小学校・中学校・高等学校における、暴力行為の発生件数は、七万三千件。特に小学校においては、在籍児童数が減少しているのに増加が続いているそうです。
　小学生が暴力行為をしてしまう理由に、「感情がうまく制御できない。」などがあるそうです。こども食堂のような地域のコミュニティの場の利用を促進していくことで、自分より小さな子や知らない大人と関わることができると思います。そして、この人との関わりが、これらの児童・生徒の非行の問題を解決するためのヒントがたくさん見出せる気がします。
　全世帯の六割が核家族である今、孤立・孤食は、子どもを含めたあらゆる世代に広がっているそうです。
　家庭でも学校でもない、地域に住む人々が集まれる、こども食堂のような第三の居場所があったら、孤立・孤食をする人が一人でも減らすことができ明るく、温かい社会を作っていくことができるのではないでしょうか。
　子どもたちが自分の足で一人で行くことができて、安心して過ごせる場所であり、子どもたちは食事の提供や学習支援を受けたりできる場所が近くにあれば、僕も行ってみたいです。
　教育とは、学校だけで身につけるのではなくて、そういった場で地域の大人たちが地域の子どもに教えられることが、たくさんあると思います。ぼくみたいな中学生でも、小学生に教えてあげれることもあるし、さびしい気持ちを聞いてあげることもできると思います。
　こども食堂なんて、自分には関係ないではなく、少しでも関心を持って知ることからみんなに始めてもらいたいなと思いました。
　長い人生の初めの子ども時代に、子ども食堂の様な沢山の温もりの中で、温かいご飯をみんなで食べたり、地域の大人と話したり、話を聞いてもらったり、やさしさをもらう体験は心の栄養となって、大人になっていくうえでの、心の支えに必ずなると思いました。そして、こういった場所が増えると必ず社会は明るくなると思いました。
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